
みどり香るまちづくり企画コンテスト
日本植木協会賞受賞者の声

２
月
１９
日
（
金
）
に
環
境
省

第
一
会
議
室
に
て
第
１５
回
「
み

ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
企
画

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

香
り
樹
木
や
草
花
を
使
用
し
た

み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
の
優

良
な
香
り
環
境
を
創
出
す
る
企

画
を
支
援
す
る
目
的
で
環
境
省

が
主
催
し
、（
公
社
）
日
本
ア

ロ
マ
環
境
協
会
、（
公
社
）
に

お
い
・
か
お
り
環
境
協
会
、（
一

社
）
日
本
植
木
協
会
が
共
催
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

表
彰
式
に
は
宍
倉
孝
行
会

長
、
新
樹
種
部
会
か
ら
栗
原
隆

治
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
委
員
長
、
二
口
文
彦
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

表
彰
式
は
、
堀
内
詔
子
環
境

副
大
臣
よ
り
、
開
会
の
挨
拶
が

さ
れ
た
後
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
及

び
選
考
委
員
の
方
々
が
紹
介
さ

れ
、
表
彰
式
に
移
っ
た
。

表
彰
式
で
は
、
環
境
大
臣
賞

１
点
、
に
お
い
・
か
お
り
環
境

協
会
賞
１
点
、
日
本
ア
ロ
マ
環

境
協
会
賞
１
点
、
日
本
植
木
協

会
賞
１
点
の
ほ
か
入
賞
３
点
・

１５
周
年
記
念
「
み
ど
り
香
る
ま

ち
」
大
賞
１
点
の
８
団
体
が
表

彰
さ
れ
た
。

環
境
大
臣
賞
に
は
、
練
馬
区

環
境
部
み
ど
り
推
進
課
が
企
画

し
た
「
四
季
の
香
り
ロ
ー
ズ
ガ

ー
デ
ン
拡
張
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
」、
に
お
い
・

か
お
り
環
境
協
会
賞
に
は
、
学

校
法
人
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
、
西

の
湖
・
蛇
砂
川
い
き
も
の
調

査
・
観
察
の
会
、
ラ
ウ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ト
リ
エ

風
が
企
画
し
た
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
森
・
か
お
り
の
庭
づ
く

り
」、
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会

賞
に
は
、
柳
幸
典
つ
な
ぎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
企
画

し
た
「
香
り
と
ア
ー
ト
の
水
眠

ing

プ
ー
ル
〜
香
の
島
が
浮
か

ぶ
人
と
メ
ダ
カ
の
極
楽
浄
土
」、

日
本
植
木
協
会
賞
に
は
、
早
良

病
院
園
芸
療
法
ガ
ー
デ
ン
チ
ー

ム
が
企
画
し
た
「
み
ん
な
ツ
ナ

ガ
ル
癒
し
の
さ
わ
ら
花
笑
み
ガ

ー
デ
ン
」、
１５
周
年
記
念
「
み

ど
り
香
る
ま
ち
」大
賞
に
は
、深

谷
市
ふ
か
や
緑
の
王
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
企
画
し
た
「Healing

Feeling
Garden

癒
し
の
庭
」

が
受
賞
し
た
ほ
か
特
別
賞
に
は

株
式
会
社
Ｉ
Ａ
Ｏ
武
田
設
計
東

京
事
務
所
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
板

橋
、
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
コ
コ
ロ

ネ
板
橋
、
住
友
林
業
緑
化
株
式

会
社
が
企
画
し
た
「
香
り
の
あ

る
暮
ら
し
香
り
の
交
流
ガ
ー
デ

ン
」
他
入
賞
２
点
が
受
賞
し
、

環
境
省
大
気
生
活
環
境
室

山
本
郷
史
室
長
よ
り
授
与

さ
れ
た
。

表
彰
後
、
受
賞
者
に
よ

る
企
画
・
取
組
み
の
発
表

が
行
わ
れ
、
藤
田
八
暉
選

考
委
員
長
か
ら
授
賞
理

由
・
講
評
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
受
賞
５
団
体
（
入

賞
除
く
）
に
は
日
本
ア
ロ

マ
環
境
協
会
、
日
本
植
木

協
会
よ
り
、
副
賞
の
樹
木

が
贈
ら
れ
る
。

受
賞
者
発
表
終
了
後

に
、〝
み
ど
り
香
る
ま
ち

づ
く
り
〞
実
現
の
た
め
に

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

も
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
す
べ

て
が
滞
り
な
く
終
了
し

た
。

本企画の主体である早良病院では、これまでに「患者さんや地域
の方々の癒しの場」を作りたいという思いから、病院前の緑地帯を
花壇にする取り組みを行ってきました。この活動をさらに深化さ
せ、患者さんだけでなく、地域の様々な方（子ども、大人、高齢者）
が「みどり」と「香り」でツナガル庭を作り、多世代交流による地
域活性化を担っていくべく、病院関係者や園芸療法士を加えたチー
ムを結成し、本企画を立案し、第１５回みどり香るまちづくりコンテ
ストに応募し、「日本植木協会賞」を頂くことができました。

企画概要を環境性、持続性、創
造性、公共性の４つの観点からご
紹介いたします。まず環境性で
は、植栽地周辺には、高齢者施設
や保育園、幼稚園等の施設があ
り、周辺はマンションや住宅街が
立ち並んでいます。このような幅
広い対象の方が誰でもみどりと香
りのある環境に触れられるよう
に、ユニバーサルデザインを取り
入れたデザインとしました。さら
に、植栽する樹木は、樹木生産地
の福岡県久留米地域と連携し、地
域の樹木を数多く取り入れる設計
としました。
次に持続性では、早良病院が「花
を育てるボランティア」を募集し
ていること、福岡市緑のまちづく
り協会や福岡市社会福祉協議会と
も連携を図ることで、多様な地域
住民が庭の維持管理に関われる体
制を構築しています。現在、近隣
大学や農業高校との連携も視野に
入れ、持続的な活動になるように
調整を行っています。このように

様々な人々が関わり続
けることで、維持管理
だけでなく、庭のブ
ラッシュアップも図っ
ていきます。
次に創造性という視
点においては、本企画
は未就園児、児童・生
徒、学生、高齢者、障
がい者、病院利用者誰
もが利用できるような
庭の設計がなされてい
ます。これによって、子どもが高齢者と関わったり、親子連れが利
用できたり、障がいのある方のリハビリに使用できたりと、多世代
間交流と機能訓練、健康維持等ができる HEALTHY PARKS HEALTHY
PEOPLE の概念を取り入れています。
最後に公共性では植栽地周辺は様々な施設や住宅地が数多くあ
り、人々の往来も多く１日あたり約５００人～１０００人が庭を目にする
ことになります。さらに、本企画では地域住民対象の園芸講習会や
保育園・幼稚園児の教育の場として連携も企画しており、地域の教
育資源的な活用も可能です。そして対象を選ばないデザインによっ
て、誰もがいつでも庭を利用し香りを楽しむことができるように
なっており、公共性は非常に高いといえます。
この度の受賞で、香りの樹木や草花を数多く日本植木協会様より
ご提供いただき、２０２１年３月１４日に植樹会を実施することができま
した。植樹会は好天に恵まれ、約５０名のボランティアや病院関係者
が参加しました。完成した庭を見た方々からは「とてもきれいな庭
ができた」「この道を通ることが楽しみになった」などの感想を頂
くことができました。
コロナ禍においても誰もが緑と香り
で癒される空間となるように、さらに
本企画をレベルアップしていきたいと
考えています。

環
境
省
主
催
第
１５
回「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

【みんなツナガル癒しのさわら花笑みガーデン】 早良病院園芸療法ガーデンチーム
コロナに負けない笑顔あふれるみどり香る空間を目指して

丹波市教育委員会 教育普及専門員／日本園芸療法学会認定 上級園芸療法士 菊川 裕幸

「早良病院園芸療法ガーデンチーム」
の丹波市教育委員会の菊川様と宍倉
会長の記念写真

表彰式集合写真

「早良病院園芸療法ガーデンチーム」の丹波市教育委員会
の菊川様に賞状を贈る宍倉会長
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令
和
３
年
度
コ
ン
テ
ナ
部
会

通
常
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
社
会
情
勢

に
鑑
み
、
部
会
と
し
て
初
め
て

書
面
決
議
に
よ
る
開
催
と
な

り
、
部
会
員
１
１
３
社
園
の
な

か
で
７０
社
園
か
ら
議
決
の
意
思

表
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

果
は
第
１
号
議
案
「
令
和
２
年

度
事
業
報
告
」
が
賛
成
７０
、
第

２
号
議
案
「
令
和
２
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
」
が
賛
成

７０
、
第
３
号
議
案
「
令
和
３
年

度
事
業
計
画
案
」
が
賛
成
７０
、

第
４
号
議
案
「
令
和
３
年
度
収

支
計
画
案
」
が
賛
成
６９
と
い
ず

れ
も
過
半
数
の
賛
成
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

書
面
決
議
に
合
わ
せ
て
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
リ
モ
ー

ト
会
議
の
活
用
で
部
会
予
算
の

節
減
を
図
る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
推
進
、
費
用
対

効
果
を
見
定
め
た
外
部
団
体
加

入
見
直
し
等
の
指
摘
が
あ
り
、

文
書
に
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
記
念
講
演
会
を
開
催

「
低
コ
ス
ト
再
造
林
に
お
け
る

コ
ン
テ
ナ
苗
の
役
割
」

講
演
者

（
一
社
）日
本
森
林
技
術
協
会

中
村

松
三
氏

コ
ン
テ
ナ
部
会
は
慣
例
と
し

て
通
常
総
会
後
に
記
念
講
演
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
２
月
１７
日
に
一
般
社
団
法

人
日
本
森
林
技
術
協
会

九
州

事
業
所
主
任
研
究
員
の
中
村
松

三
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
低

コ
ス
ト
再
造
林
に
お
け
る
コ
ン

テ
ナ
苗
の
役
割
」
と
題
し
た
リ

モ
ー
ト
記
念
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

中
村
氏
は
先
ず
、
戦
後
の
林

業
政
策
に
触
れ
、
国
の
拡
大
造

林
施
策
に
よ
り
人
工
林
は
３３
億

㎥
ま
で
増
加
し
、
か
つ
過
半
数

が
１０
齢
級
以
上
の
伐
採
・
利
用

可
能
樹
齢
に
達
し
て
い
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
環

境
重
視
の
高
ま
り
や
林
業
の
担

い
手
減
少
か
ら
近
年
の
植
林
面

積
は
か
つ
て
の
１
/
１０
程
度
に

落
ち
込
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
５０
年
後
の
林
業
の
持
続
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
る
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
も
伐
採
し

た
後
の
再
造
林
が
重
要
で
あ
る

と
説
か
れ
ま
し
た
。

再
造
林
面
積
の
目
標
は
年
間

６
・
９
万
ha
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
現
状
は
年
間
３
・
０
万
ha

の
造
林
面
積
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
再
造
林
を
促
進
す
る
た

め
に
は
コ
ス
ト
削
減
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
中
村
氏
は
マ
ル

チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
苗

（
以
下
コ
ン
テ
ナ
苗
）
の
栽
培

技
術
開
発
お
よ
び
伐
採
・
地
拵

え
・
植
栽
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
開
発
が
重
要
で
あ
る
と
力

説
さ
れ
ま
し
た
。

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
機
械

で
伐
採
・
搬
出
と
地
拵
え
を
並

行
し
て
行
い
、
地
拵
え
後
直
ぐ

に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
す
る
方

法
で
、
年
間
を
通
じ
て
作
業
が

可
能
で
あ
る
こ
と
や
機
械
に
よ

る
省
力
化
で
低
コ
ス
ト
を
実
現

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
試

算
に
よ
る
と
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
労
働
投
入
量
は
人
力
の
２

〜
３
割
で
済
む
こ
と
か
ら
導
入

す
べ
き
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
近
年
普
及
が

加
速
す
る
中
、
平
成
３０
年
１
，

３
７
２
万
本
が
生
産
さ
れ
、
山

林
苗
生
産
の
２３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

に
は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
栽
培
効
率

化
と
安
定
供
給
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
側
か
ら
の
支
援
や
苗

木
需
要
量
の
事
前
通
知
に
よ
る

安
心
栽
培
に
よ
っ
て
コ
ン
テ
ナ

苗
生
産
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
林
野
庁
は
令
和
４
年
度
に

も
コ
ン
テ
ナ
苗
の
品
質
評
価
方

法
開
発
と
規
格
標
準
化
を
進
め

る
こ
と
や
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
制
作
を
進
め
る
方
向
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

中
村
氏
の
講
演
後
は
、
活
発

な
質
問
タ
イ
ム
と
な
り
、
山
林

種
苗
生
産
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
樹
種
部
会
通
常

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
等
の

た
め
、
書
面
に
よ
る
総
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

部
会
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
書

面
総
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

２
月
３
日
に
行
わ
れ
た
役
員
会

に
お
い
て
、
事
務
局
よ
り
結
果

報
告
を
受
け
た
後
、
役
員
で
書

面
決
議
報
告
を
確
認
し
、
第
１

号
議
案
、
第
２
号
議
案
と
も
に

全
員
承
認
で
の
議
案
可
決
を
出

席
役
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
・
要
望
で
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
新
樹
種
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
版
権
等

の
問
題
も
あ
り
、
役
員
会
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
ほ

か
、
次
期
総
会
開
催
地
に
つ
い

て
も
、
関
東
で
の
開
催
を
予
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

玉縄桜は神奈川県立フラワーセンター大船植物園でソメイヨシノ
の実生選抜から１９６９年に発見され、１９９０年に「玉縄桜」の名前で品
種登録された桜です。ソメイヨシノより早咲きで、花色もやや濃い
ピンク色です。例年気温が低い２月中旬ごろから開花するので、長
く楽しめる特徴があります。
今年は桜の開花が全般的に早かったので２月１９日には満開とは言
えませんがかなり開花が進んだ状態で、３月１３日くらいまで約１ヶ
月もの長い期間観賞できました。ちなみにソメイヨシノは３月１８日
ごろから４月１日くらいの２週間程度でしたので、２倍以上長く楽
しめたことになります。
花の特徴は、蕾ははっきりしたピンク色で、開花するとごく薄い
ピンク色になり、開花が進み散り際にはやや濃いピンク色になりま
す。雄しべも同じように色が変化し、散り際には赤に近いような濃
い色になるので、ピンクと赤の２色のコントラストが楽しめます。

玉縄桜は、旧鎌倉郡玉縄村から名づけられました。玉縄村（玉縄
市域城廻）には１５１３年に北条早雲が築いたとされる玉縄城がありま
したが、１９６３年に清泉女学院中学高等学校が城跡に移転してきまし
た。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問小泉 克好 小泉園（神奈川県）☎０４６７‐４６‐３００７

コ
ン
テ
ナ
部
会

初
の
書
面
総
会

各
議
案
は
過
半
数
の
賛
成
で
承
認

玉縄城跡

中村松三氏

玉縄桜

新
樹
種
部
会

書
面
総
会

（2）緑 化 通 信2021年（令和３年）4月25日 日曜日（第485号）



素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

④ミズバショウ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

青
年
部
会
・
令
和
３
年
度
通

常
総
会
は
、
初
の
試
み
と
し
て

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
青
年
部
会
通

常
総
会
を
２
月
９
日
㈫
１３
時
よ

り
開
催
し
ま
し
た
。

定
刻
通
り
、
青
年
部
会
・
幹

事
総
務
委
員
長
の
植
島
春
樹
氏

の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。
総
会

参
加
者
５９
名
、
委
任
状
参
加
３８

名
で
総
会
成
立
の
定
足
数
に
達

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
浅
井

洋
平
副
部
会
長
の
開
会
宣
言
に

続
い
て
、
福
島
啓
輔
部
会
長
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
担
当
理
事

で
あ
る
辰
巳
広
之
氏
、
宍
倉
孝

行
会
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
協
会

顧
問
で
あ
る
有
村
治
子
氏
（
参

議
院
議
員
）
か
ら
は
、
協
会
の

先
頭
を
き
っ
て
、
全
国
リ
モ
ー

ト
総
会
を
す
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
。
今
回
、
失
敗
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
次
に
繋
げ

て
行
っ
て
欲
し
い
。
協
会
顧
問

で
あ
る
藤
丸
敏
氏
（
衆
議
院
議

員
）
か
ら
は
、
心
の
豊
か
さ
を

作
る
の
は
緑
だ
と
思
う
。
私
も

一
緒
に
応
援
し
て
い
き
た
い
。

ど
ん
ど
ん
話
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
と
顧
問
か
ら
も
熱
い
応

援
エ
ー
ル
を
頂
い
た
。

賛
助
会
員
の
参
加
は
、
㈱
東

海
化
成
さ
ま
、
㈱
グ
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
さ
ま
、
大
信
産
業
㈱
さ

ま
、
㈱
阪
中
緑
化
資
材
さ
ま

が
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

議
長
選
任
で
は
神
奈
川
県
の

小
川
達
也
氏
が
就
任
し
、
議
事

録
作
成
人
を
福
岡
県
支
部
の
福

島
洋
平
氏
、
梶
村
健
太
氏
、
議

事
録
署
名
人
を
長
野
県
支
部
の

安
藤
将
志
氏
を
指
名
し
議
事
に

入
っ
た
。
議
長
よ
り
、
第
一
号

議
案
と
第
二
号
議
案
、
第
三
号

議
案
と
第
四
号
議
案
は
関
連
性

が
あ
る
た
め
、
一
括
審
議
の
提

案
が
あ
り
会
場
よ
り
賛
同
を
得

た
。

第
一
号
議
案

令
和
２
年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案

令
和

２
年
度
決
算
・
監
査
報
告
に
つ

い
て令

和
２
年
度
事
業
報
告
は
福

島
部
会
長
、
浅
井
副
部
会
長
、

越
川
事
業
委
員
長
、
田
宮
幹
事

か
ら
報
告
が
あ
り
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
長
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修

会
報
告
が
あ
っ
た
。
令
和
２
年

度
決
算
は
事
務
局
よ
り
報

告
が
あ
り
、
監
事
の
荒
井

秀
史
氏
よ
り
監
査
報
告
が

あ
り
、
諸
帳
簿
、
証
拠
書

類
等
が
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
報
告
が
あ
っ
た
。

議
長
が
審
議
の
後
、
一

号
、
二
号
議
案
の
一
括
採

決
を
行
い
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

令
和
３
年
度
事

業
計
画
案
、
第
四
号
議
案

令

和
３
年
度
年
度
事
業
予
算
案
に

つ
い
て

福
島
部
会
長
、
越
川
事
業
委

員
長
、
髙
村
幹
事
よ
り
報
告
が

行
わ
れ
た
。
令
和
３
年
度
予
算

案
は
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、

審
議
の
後
、
議
長
が
第
三
号
議

案
、
四
号
議
案
の
一
括
採
決
を

行
い
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

第
五
号
議
案

次
回
開
催
地
に

つ
い
て

令
和
４
年
度
通
常
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
今
年

度
延
期
と
な
っ
た
中
日
本
ブ

ロ
ッ
ク
に
て
開
催
す
る
こ
と
が

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
以

上
の
議
案
を
も
っ
て
総
会
を
終

了
し
た
。

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
記
念
講
演

「
避
け
て
は
通
れ
な
い

森
林
再
生
の
時
代
へ
」

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

な
か
む
ら

ゆ
き

と

中
村

幸
人
先
生

総
会
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講

演
で
は
、
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
の
中
村

幸
人
氏
を
お
招

き
し
、「
避
け
て
は
通
れ
な
い

森
林
再
生
の
時
代
へ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
中
村
先
生
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
の
ご
講
演
は
、
大
学
の
授

業
な
ど
で
慣
れ
て
お
ら
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
ご
講
演
し
て
頂
け
た

と
感
じ
ま
し
た
。

ご
講
演
内
容
に
関
し
ま
し
て

も
、
私
た
ち
に
非
常
に
関
係
あ

る
森
林
再
生
の
ご
講
演
で
、
こ

れ
か
ら
森
林
保
全
・
再
生
、
そ

し
て
政
府
の
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
な
ど
の
お
話
の
後
に
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
を
優
先
し

た
社
会
構
造
の
変
革
が
望
ま
れ

て
い
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
お
話

も
し
て
頂
き
、
非
常
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
さ
ん
達
か
ら
も

様
々
な
質
問
も
出
て
、
解
り
や

す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
、
初
め
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
総
会
で
、
ま
だ
ま
だ
至
ら

な
い
所
や
、
改
善
す
べ
き
点
が

多
々
あ
っ
た
と
感
じ
、
ご
迷
惑

も
お
か
け
し
た
部
分
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ま

た
色
々
な
意
見
を
参
考
に
し
て

改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。来

年
度
の
総
会
は
ぜ
ひ
会
員

さ
ん
達
と
対
面
に
て
開
催
さ
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
会
長

福
島
啓
輔

㈲
福
岡
緑
化
情
報
セ
ン
タ
ー

雪解けの水辺に咲き乱れる「ミズバショウ
Lysichiton camtschatcensis」。夏のイメージが
ある花ですが、実は早春に花を咲かせます。
きっと、小学校の音楽の時間に習った…
♪夏が来れば、思い出す～「夏の思い出（作
詞：江間章子、作曲：中田喜直）」。尾瀬の湿
原にミズバショウが咲いている情景を歌って
いますが、里では夏であっても高層湿原の尾
瀬では、まだ春なのです。このスケッチは、
岩手県岩泉町にある櫃取（ひつとり）湿原で
描きましたが、２００７年５月２０日でした。周辺

にはまだ雪が残っていて、雪が解けだしたところから、ゆっくりと春が始まる様子を観察
することができました。
白く見える部分は花弁ではなく、苞（仏炎苞：ぶつえんほう）で、中にある円筒形の部
分が小さな花が集まった肉穂花序（にくすいかじょ）と呼びます。オランダカイウ（カラ
ー）やスパシフィラムなども同じ形態で、サトイモ科に属します。また、葉は、花が咲い
ている時には遠慮がちですが、その後大きく広げ、１ｍ以上にもなります。葉が、バナナ
の仲間のバショウ（芭蕉）に似て、水辺に生えることが「ミズバショウ（水芭蕉）」の由来
なのです。大きな葉だけになったミズバショウの群生は、とても特異な景観を作りますよ。
バナナの生える熱帯のような・・・そんなことはありませんが。
ちなみに、ミズバショウは毒草です。冬眠から覚めた熊が初めに食べますが、冬眠中に
溜まった老廃物を排出するために食べるそうです。「毒」は薄めたり、適量を守ると「薬」
になります。なぜ、熊はそんなことを知っているのでしょうか？ 処方箋は誰にもらって
いるのでしょうか？ 自然って、本当に不思議ですよね。だから、楽しいです。

青
年
部
会

令
和
３
年
度
通
常
総
会

リ
モ
ー
ト
で
開
催

司会の小川達也さん

質問された方：左から田宮愼二さん、井上致伸さん、佐藤萌恵さん、髙村哲郎さん

岩手県岩泉町櫃取湿原にて（２００７年５月２０日）

協会内でのリモート総会の様子

リモート総会の画面

中村幸人先生

（第485号）緑 化 通 信2021年（令和３年）4月25日 日曜日（3）



シリーズ 社 紹介紹紹んん

八街植木
ルポ No.5

（千葉県八街市）

いつから植木屋さんを始めたのですか？
三蔵さん：「私が昭和３３年に八街に来た時は、ここは
落花生の生産ばかりで、植木の『う』の字もなかった
です。鵜沢家は、もともとスイカなど作っていた農家
だったので、その土地に木を植え続けて１０年でなんと
か基盤を作りました。東京オリンピックの頃から街路
樹が急激に増え、緑化産業が盛んになりました。徐々
に植木屋も増えて八街植木組合を作り、名乗りを上げ
ていったのです。昭和４５年から６３年頃は、ゴルフ場建設がピークで、企業がどん
な木でもあるだけ買うと、手を挙げていました。これが緑化産業の最高潮でした」。

三蔵さんは、八街地区に植木を広めた先駆者ですね。最初は
畑に何を植えたのですか？

三蔵さん：「最初に植えたのは、カイヅカイブキです。これは海風や塩害にも強
く、割りと作りやすいということで、兵庫県宝塚市から苗木を買ってきました。
また街路樹の高木の下に植えるサツキやオオムラツツジ、垣根用としてツゲも植
えました。また、八街でキャラの木は、私が最初に作り始めました。八街は寒い
からマキは枯れてしまうので、落葉樹のケヤキ、サクラ、モミジなど高木を主体
としました。それらが緑化産業全盛期には街路樹として、また、サクラ等は忙し
くて根巻なしでもよく売れました。掘り取り機で、１日２００本とか採っていた時
もありましたね」と、懐かしそうに話してくれました。

協会にはいつ頃に入られたのですか？
三蔵さん：「たしか昭和５１年に入会して、支部長を２期して、平成２年から５年
まで常務理事をしました。その頃、バブルが弾けて「さあ、これからどうしよう」
と考えていた時だったので、ポットが普及しているヨーロッパの植栽を勉強しよ
うと協会の海外視察に１３回参加しました。オランダ、ドイツ、ギリシャ、オース
トリア、中国、カナダ…などに行きました」。

代表が栄さんに代替わりしたのはいつ頃ですか？
栄さん：「ちょうど２０００（平成１２）年にキリがいいと、代をバトンタッチしまし
た。子どもの時から親に、『この商売は、企業の社長になって椅子に座っていたら
続かない商売。でも決して無くなることはない商売』と教わりました。不景気で
もお金を持っている人は立派な庭を作りますから」と、にこやかに話されていま
した。

八街市は、寒いと聞きましたが、
千葉県内でもそんなに気温差が
あるのですか？

栄さん：「全く違う。氷点下１０度位まで下が
ることもあってとにかく寒い。周りと比べて
標高が６０ｍは高いです。以前、長野県に納品
するために、八街の木が長野の気候に耐えら
れるかと県の試験場の方が調査しに来られ、
結果許可が出たのですが、寒さに驚いていま
した。でも、南関東なので適度な寒さと温か
さもあるので日本全国で、本来産地で作って
いる木々をここ八街一カ所で育てられる。だ
から全国どこの地域に持って行っても八街の
植木は売れるんです。
その標高のため空っ風が吹いてほこりもす
ごい。“やちぼこり”なんで言われるくらいです」。

奥様も一緒に植木屋さんのお仕事されているのですか？
真知子さん：「畑違いのところから鵜沢家に来て、当初は子育てで忙しかったし、
バブルの時は、従業員１０人ぐらいのお昼も用意し、片付けが終わったら家族の夕
食も用意し…大変でしたので、ハウスでのポットの仕事を始めたのは、子育てが
一段落してからです。でも、納品書は沢山書いているから樹木名はよく知ってい
ます（笑）。今はそれぞれの両親４人と、長女と次女が４か月違いで出産した孫
が２人いるので、正直て
んてこ舞い。今はポット
どころじゃないですね
（笑）」。植木屋さんの奥
さんは、皆さんとても大
忙し！
色々な種類が生産され
ている圃場を案内して頂
きました。

根っこは、そんなに一番大事なのですね？
栄さん：「そう。根っこがしっかり出来ていれば、その後の成長も壮大になるし、
現場に納めても枯れない。うちの木は、まめに移植しています。だから年がら年
中、あっちに移したりこっちに移したり。動かさなければ成長は早いけれども、
年輪を作っていると思って手間を掛けて作っています。普通は１年で作ろうと
思っているものを、うちは２年かけて作っています。蹴っ飛ばしても崩れないよ
うな根っこを作っています」。と誇らしに語ってくれました。
「今は二極化して生産には２タイプあります。大量生産で手早く育てて売る場
合は、手間が掛かってない分、安く売れる。それに対して、手間を掛ければ高くな
る。でも枯れない木というブランドイメージが付加価値として付き、信用に繋が
ります。問屋さんは各用途で見極めて仕入れています」と説明してくれてました。

息子さんが登場！持っている道具入れや帽子がお洒落で、ス
マートな雰囲気。卒業されてすぐ実家で修業したんですか？

邦充さん：「まだ毎日が修業です。
農大を出て修業に出ようと思ってい
たのですが、その頃、家業が忙しく
てそのまま家に入りました。小さい
頃から植木屋になるのは当たり前と
思っていたので反発はなかったで
す。学生の時は和の心を知ろうと茶
道部にも入ってました」。…志が立
派な３代目ですね。

経験して大変だったこととかありますか？
邦充さん：「何年か前に、雨が数日降り続いた後、ユンボで掘っていたら畑に水
が溜まっていてユンボごと埋まってしまい、脱出できなくなったことがありま
す。ユンボを落としちゃうと始末が悪くて、それより大きいユンボで吊り上げる
しかないんです。今となっては、それもいい経験でした。
あとは、腰痛です。１年目は１年中腰痛でした。始めた頃は、体の使い方が分
からなかったので、腰を痛めていました。だんだん木の持ち方が分かってきて、
最近は腰痛までにはなりませんが、ふとした拍子にやっちゃうんですけど」。素
人の力持ちの人でも植木を持つのは至難の技。根っことのバランスで、ちょっと
したコツがあるようです。

３代目がいらっしゃって心強いですね。
栄さん：「そうですね（笑）、息子がいるから協会のブロック長を引き受けたり、
協会の会議に出掛けることが出来るのです」と嬉しそうに話してくれました。

現代表、栄さんのモットーや志は？
栄さん：「第一にお客さんに喜んでもらいたいです。だから絶対枯れない木を作
ろうと思っています。私はとにかく根っこをいじるのが趣味かな。『植木は根っ
こを買え』っていう言葉があるくらいですから。
あとは荷造りだけは、綺麗にやろうと思っています」。

邦充さんに最後一言お願いします。
邦充さん：「えっと…お嫁さん募集かな（笑）」。
周り：「それ、大事ですね（笑）」。
邦充さん：「畑では見つからないですから（笑）」。

…八街植木さんを取材し、本当に木が好きな植木屋さん
でした。ほっこりとした温かい気持ちになりました。

八街駅にある落花生の大き
なモニュメント

現代表２代目の鵜沢栄さん

柴犬のハチちゃんご家族の皆さん

３代目になる
鵜沢邦充さん

初代代表の鵜沢三蔵さん

昭和３３年、落花生の生産で有名な千葉県八街市に、１本の木を植えた
ことから植木屋を始めた鵜沢三蔵さん。根っこをいじるのが趣味と言う
ほど、丈夫な根っこ作りにこだわっている現在代表の２代目栄さん。３
代目となる邦充さんはお洒落な植木屋さん。そんな家族を支えている栄
さんの奥様の真知子さんにもお話を伺いました。
温かい「八街植木」さんをご紹介します。

北アフリカのアトラス
山脈を原産地とするア
トラスシーダの園芸品
種

色々な種類が生産されています。

色々な種類が生産されています。

圃場には千葉県
植木名木１００選
に選ばれたカヤ
もあります。

栄さんの趣味発見
‼オーディオ専用
部屋で大型スピー
カーでの洋楽観賞
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東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
東
京
江
東
区
）で

㈱
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト　

伊
東
信
昭
氏
が
講
演

資
源
循
環
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

学校紹介

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

福
岡
県
立
福
岡
農
業
高
等
学
校

教
諭

白
津　

敬
一

３
月
４
日
㈭
、
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回

資
源
循
環
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
お
い

て
、
当
協
会
賛
助
会
員
の
㈱
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役

伊
東
信
昭
氏
が
「
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・
生
分
解

性biopot

の
今
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
、
講
演
は
満
員
の

聴
衆
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
は
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ポ
リ

乳
酸
不
織
布
）製
品
と
し
て
、生

分
解
性biopot

の
製
造
販
売

を
手
掛
け
て
約
２０
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
生
分
解
性biopot

は
平
成
２０
年
の
全
国
植
樹
祭

（
秋
田
県
）
で
初
採
用
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
各
地
の
山

林
種
苗
、
緑
化
樹
の
栽
培
用
に

普
及
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
で
は
特

に
山
林
種
苗
用biopot

を
生

分
解
性
コ
ン
テ
ナ
と
呼
称
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
２８
年
、
２９
年

に
生
分
解
性
コ
ン
テ
ナ
で
育
苗

し
た
ス
ギ
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
連
続
受
賞
す
る
な
ど
、
生
分

解
性
コ
ン
テ
ナ
が
山
林
種
苗
に

適
す
る
と
の
評
価
が
確
立
し
て

き
ま
し
た
。
令
和
２
年
の
生
分

解
性
コ
ン
テ
ナ
の
出
荷
量
は
年

４
５
０
万
個
を
数
え
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。
北
海
道
で
は
こ
の

度
、
生
分
解
性
コ
ン
テ
ナ
の
採

用
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る
な

ど
、
今
後
更
に
山
林
種
苗
向
け

の
採
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
講
演

中
に
は
神
奈
川
県

の
生
産
農
家
か
ら

提
供
さ
れ
た
生
分

解
性
コ
ン
テ
ナ
活

用
の
無
花
粉
ス
ギ

苗
木
サ
ン
プ
ル
が

回
覧
さ
れ
、
聴
衆

者
は
サ
ン
プ
ル
を

興
味
深
く
観
察
し

て
い
ま
し
た
。

生
分
解
性bio

pot

は
ト
マ
ト
、

イ
チ
ゴ
、
梨
な
ど

の
野
菜
、
果
樹
用

に
も
活
用
が
進
ん

で
い
る
の
に
加

え
、
昆
布
、
カ
ジ

メ
、
ア
マ
モ
な
ど

の
海
藻
類
の
増
殖

に
試
験
投
入
が
開

始
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
の
用
途
拡
大
が
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

伊
東
氏
は
生
分
解
性bio

pot

に
続
く
期
待
の
商
品
と

し
て
ポ
リ
乳
酸
と
レ
ー
ヨ
ン
の

短
繊
維
集
合
体
で
あ
る
新
製
品

フ
ァ
イ
バ
ー
ソ
イ
ル
も
紹
介
。

フ
ァ
イ
バ
ー
ソ
イ
ル
は
コ
ン
ポ

ス
ト
処
理
が
可
能
な
培
地
で
、

植
物
工
場
の
育
苗
で
使
用
さ
れ

て
い
る
発
泡
ウ
レ
タ
ン
の
置
き

換
え
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

伊
東
氏
の
説
明
後
は
聴
衆
者

か
ら
活
発
な
質
問
が
で
る
な

ど
、
講
演
は
盛
況
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

１

学
校
の
概
要

福
岡
市
に
近
接
す
る
太
宰
府

市
に
あ
る
福
岡
県
立
福
岡
農
業

高
等
学
校
は
創
立
１
４
２
年
の

歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
全
国
屈

指
の
専
門
高
校
で
す
。
本
校
は

農
業
に
関
す
る
学
科
と
し
て
都

市
園
芸
科
、
環
境
活
用
科
、
食

品
科
学
科
、
家
庭
に
関
す
る
学

科
と
し
て
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の

４
つ
の
学
科
を
有
し
ま
す
。
い

ず
れ
の
学
科
も
安
全
・
安
心
な

食
品
の
生
産
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
商
品
の
開
発
や
地
域
連
携

活
動
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
か
ら
取
り
組

ん
だ
文
部
科
学
省
か
ら
の
指
定

事
業「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

事
業
（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
で
は
、
社
会

の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
専
門

的
職
業
人
の
育
成
に
向
け
様
々

な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

２

環
境
活
用
科
の
概
要

環
境
活
用
科
は
、
環
境
保
全

や
自
然
生
態
系
の
保
全
に
関
す

る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と

技
術
を
習
得
さ
せ
、
人
と
環
境

と
社
会
の
調
和
を
図
り
身
近
な

環
境
に
お
け
る
農
業
の
社
会
的

な
意
義
と
役
割
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
能
力
と
態
度
を

育
成
し
、
関
係
産
業
に
従
事
す

る
人
材
を
育
成
す
る
学
科
と
し

て
平
成
１６
年
４
月
に
開
設
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
環
境

活
用
科
に
は
地
域
の
緑
化
・
環

境
保
全
な
ど
地
域
環
境
を
創
造

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
環
境

緑
化
コ
ー
ス
と
動
物
の
飼
育
・

管
理
技
術
や
水
稲
の
栽
培
技
術

を
学
ぶ
生
活
環
境
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

３

特
色
あ
る
教
育
活
動

⑴

使
用
す
る
道
具
類
の
管
理

本
校
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

非
農
家
で
あ
る
こ
と
、
鋸
や
挟

な
ど
の
樹
木
の
管
理
に
必
要
な

道
具
類
の
取
扱
や
管
理
は
ほ
と

ん
ど
知
識
が
な
い
状
況
で
す
。

１
年
次
に
は
実
習
で
使
用
す
る

こ
れ
ら
の
道
具
類
を
安
全
に
正

し
く
使
用
し
、
管
理
で
き
る
よ

う
道
具
の
構
造
や
使
用
方
法
に

つ
い
て
一
か
ら
学
び
ま
す
。

⑵

校
内
の
樹
木
の
管
理

本
校
は
西
日
本
で
も
屈
指
の

校
地
面
積
を
誇
り
ま
す
。

４
３
７
０
０
０
㎡
余
り
の
校
地

に
は
多
様
な
植
栽
が
あ
り
ま

す
。
生
徒
は
「
総
合
実
習
」
に

お
い
て
剪
定
実
習
に
臨
み
ま

す
。
高
い
と
こ
ろ
で
の
高
枝
挟

や
剪
定
挟
を
使
っ
た
作
業
は
難

し
く
実
習
の
経
験
値
が
上
が
る

ご
と
に
自
在
に
動
く
こ
と
が
で

き
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑶
造
園
技
能
検
定
３
級
の
取
得

２
年
生
の
コ
ー
ス
選
択
生
全

員
が
受
講
し
ま
す
。
こ
の
資
格

の
取
得
に
向
け
て
は
実
技
指
導

の
場
面
で
「
厚
生
労
働
省

も

の
作
り
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を

活
用
し
た
プ
ロ
に
よ
る
実
技
指

導
を
２０
時
間
程
度
実
施
し
て
い

ま
す
。
６
月
か
ら
の
約
３
ヶ
月

間
、
日
々
全
員
合
格
を
目
指
し

て
熱
心
に
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
全
員
が
合
格
し

進
路
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

⑷

ト
レ
ー
ス
検
定
３
級

２
年
生
の
コ
ー
ス
選
択
生
全

員
が
受
講
し
ま
す
。
こ
の
資
格

の
取
得
に
向
け
て
は
２
年
生
の

１
学
期
か
ら
１０
月
の
検
定
ま
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
造
園

技
能
検
定
３
級
と
同
様
に
毎
年

全
員
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

⑸

現
場
実
習
の
推
進

３
年
次
に
は
２
年
間
の
学
習

成
果
を
活
か
す
た
め
に
民
家
で

の
樹
木
の
管
理
や
庭
の
設
計
・

造
成
な
ど
の
現
場
実
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
は
知
識

と
し
て
は
理
解
で
き
て
い
る
も

の
の
現
場
で
学
ん
だ
知
識
や
技

術
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ

と
を
体
験
し
、
試
行
錯
誤
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
で

繰
り
返
し
実
習
し
て
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
資
格
取
得
を
中

核
に
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
系

統
的
に
進
め
る
こ
と
で
生
徒
は

自
信
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
、

積
極
的
に
地
域
社
会
と
関
わ
り

合
い
な
が
ら
郷
土
を
愛
す
る
心

や
公
共
心
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。

４

ま
と
め

福
農
生
は
西
日
本
最
大
級
の

校
地
で
の
び
の
び
と
学
習
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
様
々
な
種
類
の
農
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
２

回
程
度
開
催
さ
れ
る
「
農
販

会
」
は
運
営
す
る
生
徒
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
の
方
も
楽
し
み

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。年

間
通
し
て
販
売
さ
れ
る

「
黄
金
た
ま
ご
」
の
ほ
か
、
事

前
予
約
で
完
売
す
る
「
耕
の

米
」、
地
元
保
育
園
の
給
食
に

も
提
供
さ
れ
る「
黄
金
パ
ン
」、

ブ
ド
ウ
や
梨
、
温
州
ミ
カ
ン
も

各
種
野
菜
の
す
べ
て
に
生
徒
が

関
わ
り
、
生
徒
自
ら
が
安
全
で

安
心
で
き
る
農
産
物
で
あ
る
こ

と
を
消
費
者
に
堂
々
と
伝
え
て

い
ま
す
。

「
農
業
高
校
は
農
業
や
環

境
、
食
に
つ
い
て
様
々
な
こ
と

が
学
べ
て
面
白
い
」
を
常
に
意

識
し
、「
学
ん
で
試
し
て
身
に

つ
け
社
会
で
役
立
つ
」
を
合
い

言
葉
に
本
物
を
学
ぶ
農
業
高
校

と
し
て
地
域
の
期
待
に
応
え
る

教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

個人庭園管理

製図

技能検定合格画像

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅
危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

問古川和生 古川庭樹園（大阪府）☎０７２１‐９３‐２６７３

伊東信昭 社長

源平桃 ゲンペイモモ
Amygdalus persica‘Genpei’

桃は古来より中国では、災いを除き、福を招くとされてきました。日本へは弥生
時代に渡来したとされ、平安時代には３月３日の桃の節句が祝われ、桃の花が観賞
されるようになり、現在の園芸品種も江戸時代に品種改良が行われ、作出されたも
のが多くあります。
１本の木に白、赤、厳密に言えばピンクも含めた三色の花を咲かせる花桃の八重
咲き品種です。紅白の花が咲き乱れる様子を源平合戦に例えられ、この名が付いた
と言われています。
その年の気候条件などにより枝の伸びが異なるため、白が多い年もあれば、赤が
多い年もあり、毎年異なった咲き具合を楽しめます。

東京ビッグサイトで講演

３年生の刈り込み

検定練習風景

（第485号）緑 化 通 信2021年（令和３年）4月25日 日曜日（5）



ステイホームでお花見を特集　

アプリコット

イエローセミダブル

クリスマスローズ　ニガー

イエローダークネス

アプリコットダブル

イエローピコティダブル

ゴールドセミダブル

イエロー

いちごみるく

ピコティ

今年は全国的に、例年になく桜の開花が早かったようですが、コロナ渦の影
響でお花見もままならない状況でした。今年のお花見には間に合いませんが、
ステイホームの呼びかけに応じて自宅でお花見としゃれこんではいかがでしょ
うか。
一般的にお花見の名所の桜はソメイヨシノやオオシマザクラ、ヤマザクラな
どですが、これらはいずれも樹高が１０～１５ｍにもなるので一般家庭の庭で花
いっぱいの美しい姿を観賞することは困難です。大きくなりすぎるので持て余
してしまい、太枝や場合によっては幹を切り落とすことになって、無残な姿を
さらすことになりかねません。
家庭でお花見を楽しむのに適した小型な桜は無いかと桜の図鑑を紐解くと、
オカメやコヒガンザクラなどの小型の桜が出て来ます。これらはいずれか一方
の親にマメザクラが関係した交雑種です。そのためあまり大きくならないよう
です。あまり大きくならないマメザクラを植えて自宅で花見を楽しんでみませ
んか。
マメザクラ（Cerasus incisa）
はフォッサマグナ要素の植物
で、神奈川県西部、静岡県東部、
山梨県南部の富士山や箱根エリ
アを中心に伊豆半島などに自生
しています。樹高は３～５メー
トル程度で、小さいうちから花
をつけるので、人間の背丈くら
いでも花が楽しめるので、家庭
の庭にはぴったりです。また、
幹や枝があまり太くならないこ
ともあるかとは思いますが、枝を切ってもあまり枯れ込まないようで、ある程
度大きくなって邪魔になったら切り詰めることも可能です。また、地際から萌
芽することも多く、萌芽枝を伸ばして株立ちの姿を楽しむこともできます。小
さなうちから花をつける点や枝を切っても枯れ込まない特性から、鉢に植えて
花を愛でることができるので、盆栽用樹としても知られています。
花が小さめで下向きに垂れて咲くことや、一つの蕾から咲く花が１～３花と
少ないので、どこか寂しげと表現されることも多く、華やかさにやや欠
けるところがありますが、野性味を楽しむには向いているのではないで
しょうか。最近流行りの雑木の庭にあしらうと春の景色が一段と華やぐ
こと請け合いです。
花について見てみると、自生種は花径２㎝程度で色は白色が多く、淡
紅色を帯びる個体も見られます。マメザクラの自生地の本場、御殿場農
園のＨＰをのぞいてみると、１５種ほどの品種が掲載されています。一重
の色変わりや八重咲き、菊咲きなど変化に富んだ品種が見られます。樹
種特性としては挿し木で容易に増やすことができることから、多くの自
生個体の中から花の観賞価値の高いものや花型の変わったものなどを選
抜して、コレクションすることが容易なことが分かります。
最近よく見かける品種に‘湖上の舞’という品種があります。この品
種は枝がジグザグに屈曲して伸び、独特の風情があります。あまり大き

くならず花つきが良いので、狭
い庭にも植栽が可能で人気があ
るようです。また、色変わりで
はミドリザクラ（緑萼桜）があ
ります。梅の青軸性の品種に‘緑
萼’という品種がありますが、
それと同じように花は純白で若
い枝や葉柄、小花柄、萼が濁り
の無い緑色（素心）の品種で、
光が射すと周りをパッと明るく
変えてくれます。ミドリザクラ
はよく実をつけるので、播種をしても面白い結果が得られます。自然結実の種
子を播いてもある程度の割合で、濁りのまったくない緑色の個体が発芽してく
るので選抜が容易です。また、セレクトからもれた苗も、マメザクラは比較的
短い年数で花をつけることや樹体が小さいので場所をとらないことなどから、

開花を楽しみに育てることもでき
るのではないでしょうか。
私もだいぶ以前にミドリザクラ
を播いたことがあります。その中
からちょっと変わった花型の個体
が得られたので紹介します（写真
参照）。御殿場農園のＨＰで紹介
されている品種の‘富士菊桜’と
いう品種によく似た八重咲きの個
体です。開花すると雄しべが完全
に弁化した花や一部残る花などが
混在します。開花期はソメイヨシ

ノよりやや遅く、花径は３～４㎝内外で、一つの花の花弁数は５０枚ほどで雌し
べの数は１０本ほどです。咲き始めはほとんど白色ですが後に淡紅色を帯びてき
ます。自分で言うのもなんですが面白い品種ではないでしょうか。頃合いを見
て桜の世界にデビューさせたいと思っています。

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

株式会社 アスコット
若 林 芳 樹

‘湖上の舞’（枝がジグザグに伸びる）

②実生から生まれた八重咲きの個体
（雄しべが残っている花）

ミドリザクラ（緑萼桜）

①実生から生まれた八重咲きの個体
（雄しべが完全に弁化した花）

マメザクラ（野生種 花弁が淡紅色を帯びた個体）
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東京農業大学名誉教授　中 村 幸 人

連載「東アジアの高山植物」 ◆プロフィール　中村　幸人（なかむら　ゆきと）
1952（昭和27）年3月生　東京農業大学名誉教授（博士　理
学）専門：植生学、植物地理学、景観生態学
神奈川県鳥獣総合対策協議会委員、神奈川県公共事業評価
審査会委員、国際植生学会群集命名規約委員会委員　他
横浜国立大学助手、作新学院大学教授を経て平成14年より東
京農業大学教授

ピコティダブル イエローダブル

ピコティダブル

クリーム糸覆輪ダブル

クリームスポットダブル

ピンクスポットセミダブル

氷の薔薇メルロー

ネオンシェード

ハイマツ帯を抜けて見晴らしのよい尾根
道に出ると、展望が開け、残雪の残る高山
の景色に圧倒されますが、ふと足元を見る
と、みどりのカーペットを敷きつめたよう
に可憐な花が咲いているのに気づきます。
高山植物を確信させるイワウメの花です
（写真１）。イワウメは、背丈が１㎝に満
たない小ささでも、立派な常緑の樹木で
す。直接、地面に梅の花が咲いているさま
から、イワウメと名付けられました。
極低温という高山の厳しい環境に耐えて、地面にへばりつくイワウメのよう
な植物を矮性低木といいます。矮性低木はラウンケアの生活形で地表植物に相
当します。冬芽の位置が地上３０㎝以下にあり、寒帯や高山の環境に適応した生
活形と言われます。ちなみに、冬芽の位置が３０㎝以上にある植物を地上植物と
いい、身近なアオキやケヤキ、シラカシなど、多くの木本植物が該当します。
私たちは、地上植物が育つような環境の良いところで暮らしているということ
です。
矮性低木には常緑性と夏緑性があります。イワウメは常緑性で、同じような
植物には、ツガザクラ、コメバツガザクラ、チシマツガザクラ、イワヒゲ、ガ
ンコウラン、ミネズオウ、コケモモ、キバナシャクナゲなどがあります。この

中でキバナシャクナゲは矮性低木なのか
という疑問は残りますが、シャクナゲの
仲間では最も小さく、開けた場所にもよ
く見られます（写真２）。
夏緑性の代表種はクロマメノキとウラ
シマツツジです。北海道にはエゾマメヤ
ナギという日本で最も小さなヤナギも見
られます。クロマメノキとウラシマツツ
ジの優占するウラシマツツジ－クロマメ
ノキ群集という矮性低木群落が、常緑性
の矮性低木群落に比較して、より乾燥し
た風衝地に見られます（写真 ３）。クロ
マメノキは最も美味しいブルーベリー
で、体に似合わず大きな果実をつけま
す。秋季には真っ赤に紅葉したウラシマ
ツツジが目立ち、高山帯を彩ります。
矮性低木には小形であるほか、葉も小
さく、針葉状になる種も多く見られま
す。矮性低木の多くは、ツツジ科のよう
な広葉樹ですが、葉が針葉状となり、葉
の表面積を少なくして、蒸散量を抑える

ようにしています。しかも、葉が立体的にな
り、側面でも光合成ができるために効率が良
いのです。ツガザクラという名前は、針葉樹
のツガのように葉が細いことから付けられて
います（写真４）。
高山帯という極寒の地で、耐寒性を獲得
し、短い夏の期間に１年分の光合成を行い、
長い休眠に入るわけです。そのために、イワ
ウメのように常緑性の葉を持つ種も多く、気
温の上昇とともにすぐに光合成活動に入れる
状態になっています。
中部山岳や北海道の高山帯でよく見かける
のは、コメバツガザクラ、ミネズオウ、ガン
コウランなど、ツツジ科の優占する常緑矮性
低木群落で、コメバツガザクラ－ミネズオウ
群集と呼ばれています（写真５）。北海道や
樺太ではチシマツガザクラも交じってきま
す。
これらの植物は北方系の植物で、周北極要
素と呼ばれています。本州の中部山岳には氷
期を通して南下し、高山に取り残されていっ
た植物たちが分布の南限でぎりぎりの生活を
しているのです。その意味ではライチョウと
矮性低木は同士ですね。ライチョウにねぐら
と餌となる果実を与え、かわりに種子散布を
してもらう共生関係にあります。
高山植物を調べていると、アラスカ、シベ
リアなど、周北極地方に辿り着きますが、北
方の植物研究に功績のあったスウェーデン人
の Eric Hultén（１８９４-１９８１）を思い出します。
彼は研究者であると同時に探検家で、狩人で
した。アラスカを中心にシベリア地方を馬で
移動し、「Flora of Alaska and Neighboring Territories」という植物本を出してい
ます（写真６）。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

写真４．ツガザクラ 八方尾根

写真５． ミネズオウと
ガンコウラン 八方尾根

写真６． Eric Hultén

コケモモ 白馬大池ジムカデ 白馬大池

問川原田邦彦 確実園園芸場（茨城県） ☎０２９‐８７２‐００５１

クリスマスローズ（その１）

一般にクリスマスローズと呼ばれるヘレボラス類は約１５種あり、その多くは栽培の
難しい種類です。最近よく見られる春咲きクリスマスローズ（レンテンローズ）は栽
培が比較的容易で、花色や花型がバラエティーに富んでいることから人気があり、育
種も盛んにおこなわれています。
なお、本来のクリスマスローズはヘレボラス ニガーのことで、花色は白で、開花
が早く１２月のクリスマスの頃には開花するため名づけられました。春咲きクリスマス
ローズは名前の通り年が明けた２～３月に開花し、よほどのことがないと１２月に開花
することはありません。現在はこれらを区別せず、クリスマスローズと呼ぶことが多
くなっています。
当園では４０年ほど前に導入しています。茨城県では初だと思われます。ダブル咲き

が出てきてから人気が高くなり現在に至っています。

写真１．イワウメ 北岳

写真２． キバナシャクナゲ 北岳

写真３． クロマメノキと
ウラシマツツジ 北岳

（第485号）緑 化 通 信2021年（令和３年）4月25日 日曜日（7）



㈱瀬戸内園芸センター
愛媛県今治市旦甲 248-1　TEL 0898-48-0010（代）　FAX 0898-48-8187
http://www.setoen.com/　E-mail : setouchi@setoen.com緑は地

球を救
う

緑は地
球を救

う
コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

��������������������

お知らせ
「樹木識別のポイント講習会」参加募集

植木圃場から教室に生きた樹木の枝葉を持ち込ん
で、似ていて間違いやすい樹種を葉と枝だけに見分け
るポイントを学びます。樹木識別のスペシャリストを
目指す方におすすめです。
１．日時・場所 東京会場 緑と水の市民カレッジ

令和３年６月５日㈯ １３：００～１６：００
東京都千代田区日比谷公園内

２．講師 協会員：川原田邦彦氏、吉澤信行氏、山﨑隆雄氏
３．費用 一般：５，０００円、学生：３，０００円
４．定員 ２６名（定員になり次第締切）
５．申込締切 東京会場：令和３年５月２１日（金）
※造園 CPD・樹木医 CPDプログラム認定 申請中
６．問合せ 協会事務局 木谷 ☎０３‐３５８６‐７３６１
令和３年度 都道府県別供給可能量調査開始案内
全支部の提出に向けご協力をお願いします。
調査期間：令和３年７月１日㈭～７月３１日㈯

※６月下旬に入力用システム搭載の CDを支部長及び
各支部の IT 委員にお送りします。
※調査結果は官公庁及び造園関係団体に CD配布し、
協会ホームページでも公開し、材料調達時の参考にし
ていただいています。
令和３年度 社園別生産数量調査 開始案内
全社園様の提出に向けご協力をお願いします。
調査期間：令和３年６月２５日㈮～７月２０日㈫

①協会ホームページの会員ページにログインし、ID
とパスワードを入力し、社園別生産数量調査入力用シ
ステムをダウンロードします。
②データを入力します。
③データ入力完了後アップロード送信します。
※詳細については緑化通信６月号に別紙「入力マニュ
アル」を同封します。

生産数量調査代行入力について
生産数量調査について、エイコスに代行入力をお願
いすることも可能です。代行入力は有償となってお
り、料金の目安は７０円／件、及び結果資料の送付料金
等となります。希望される方は、下記に電話又はメー
ルをしていただければ、作業詳細書及び入力シートが
送付されます。
エイコス 大畠 寿裕（Tel）０４５-３０９-００１８

（Mail）sp_ohata@daiary.ocn.ne.jp
植生アドバイザー育成講座 受講生募集

講座は全３コースで構成されており、１年ごと段階
を踏んで受講していただくことで、植生学の基礎～植
生調査手法～データの分析と植栽計画の立案～植栽と
モニタリングを体系的に修得できるカリキュラムが組
まれています。本講座はその優れた内容が評価され、
環境省と農水省共管の「人材認定等事業」の育成事業
として登録されております。
１．日時：令和３年８月２７日㈮～８月３０日㈪
２．内容：
１年目「Ａ植生調査コース」：植生学の基礎、日本の

植生、植生調査方法、野外実習、データ整理と解析
２年目「Ｂ植生景観調査コース」：植生景観の基礎、
植生景観調査方法、野外実習、データ整理と解析、
景観区分図の作成と修復計画
３年目「Ｃ植生復元・モニタリングコース」：生態
学的緑化方法、植生景観計画に基づいた植栽計
画、植生景観に基づく緑化工法事例

３．講師：植生学の専門家の先生方
４．開催場所：なかのビレジ

（群馬県利根郡川場村中野６２６）
５．受講料：協会員６０,０００円

（６月３０日までの早期お申込みの方は５７,０００円）
協会員以外６５,０００円

（６月３０日までの早期お申込みの方は６０,０００円）
（受講料は税込価格、研修費・宿泊費等を
含みます）

６．問合わせ：協会事務局 木谷 ☎０３－３５８６－７３６１
経営基盤強化講習会のご案内

一時代が終わり、一時代が始まる。風の時代はエッ
センシャルな経営で生まれ変わるための出前経営セミ
ナーを随時開催します。
講習会では農業生産法人についてトータルで学び、
精強な経営を目指す糧といたします。講習会を希望す
る会員、支部、ブロックがございましたら、協会事務
局までご連絡下さい。
講師：研修・資格委員長
費用：５０，０００円（講師旅費宿泊費込み）、また、会場

費は受講者負担となります。
内容：（１）農業生産法人化の目的とメリット

（２）農業生産法人の要件
（３）設立の手順と事前準備

コンテナ部会「ぱっと見ガイド」の商標登録完了
コンテナ部会では、「ぱっと見ガイド」のネーミン
グ商標登録が３月１９日に完了しました。これにより、
今後１０年間にわたって「ぱっと見ガ
イド」のネーミングが保護され、類
似商標から権利を守ることができる
ようになりました。
コンパクトで直ぐに開くことので
きるミウラ折り「ぱっと見ガイド」
は平成２７年に「病害虫防除」、令和
元年に「桜」とシリーズ化し、大変
好評を頂いております。

会 員 動 向
メール変更
�㈱清水植物園（福井県） ()新 simizu@yume-ki.com
�㈱埼玉植物園（埼玉県） ()新 saisyok2@wonder.ocn.jp
�㈱外塚農園（茨城県） ()新 cb2k-ttk@asahi-net.or.jp
お詫び
第４８４号にて、住所変更で間違いがございました。
大変申し訳ございませんでした。
�川津園芸（福岡県）
〒８３９‐０８２６ 久留米市山本町耳納１６７８‐１

訃 報
�栗原のぶ 様（栗原武明氏のご母堂様）
㈲栗原緑化園（埼玉県）
令和３年１月没
�池谷豹次 様（池谷俊裕氏のご尊父様）
池谷農園 （静岡県）
令和３年３月８日没 享年９５歳
�福島ナミ子 様（福島精一氏のご母堂様）
㈲福岡緑化情報センター（福岡県）
令和３年３月２３日没 享年９７歳
�木幡惠光 様（協会員）
㈱コワタ（福島県）
令和３年３月２８日没 享年７６歳

地域性植物適用委員会

産地証明書の
フォーマットを統一

地域性植物適用委員会ではこのほど産地
証明書のフォ―マットを統一し、発行手続
き事務の改善を図りました。統一フォーマッ
トは２つの様式を設定、様式１は生産者、
採種・採穂者、樹種名、規格、数量、採種・
採穂地、生産地など主に基礎データを記載
する内容となっており、様式２は GPS デー
タの記載や採種・採穂方法、育苗（生産）
履歴を写真画像や詳細な文章で記載する内
容となっています。
これにより、依頼者の情報ニーズに的確
な対応を図ります。発行事務手数料は様式
１が樹木数量５０本以下が１通１，０００円、５１本
以上が１通２，０００円、様式２は１件につき
２，０００円を設定。地域性植物適用委員会は、
この産地証明書の発行手続き事務の改善な
どを通し、地域性種苗の普及啓蒙に一層の
注力をしていきます。

産地証明書 様式１
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